
国
勢
調
査
の
結
果

上
尾
市
の
確
定
人
口
は

22
万
3
、９
２
６
人

庶
務
課　

７
７
５-
４
９
８
９

　

７
７
５-
９
８
１
９

　

平
成
22
年
10
月
１
日
に
行
わ
れ
た「
平

成
22
年
国
勢
調
査
」の
人
口
等
基
本
集
計

結
果
が
国
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
上
尾

市
の
人
口
と
世
帯
数
の
推
移
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

上尾市の国勢調査人口・世帯数の推移
年 人口（人） 増加率（％） 世帯 増加率（％）

昭和40 54,776 40.9 12,438 64.6
45 110,792 102.3 29,904 140.4
50 146,358 32.1 39,619 32.5
55 166,243 13.6 48,611 22.7
60 178,587 7.4 52,808 8.6

平成2 194,947 9.2 61,148 15.8
7 206,090 5.7 68,551 12.1
12 212,947 3.3 74,947 9.3
17 220,232 3.4 81,947 9.3
22 223,926 1.7 87,286 6.5

2

捨てる前に

ちょっと待って
そのごみ…資源です!!

※
剥
が
し
た
ラ
ベ
ル
は「
可
燃
ご

み
の
日
」に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
外
し
た
キ
ャ
ッ
プ
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
と
同
じ
ご
み
袋
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
下
の
マ
ー
ク
が

付
い
て
い
る
物
に

限
り
ま
す
。

◆「
雑
が
み
」は
資
源
で
す
！

回
収
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

　

可
燃
ご
み
の
中
に
は
、
資
源
と

し
て
再
生
で
き
る
紙「
雑
が
み
」が

た
く
さ
ん
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。
ご

み
と
し
て
出
さ
ず
、
資
源
と
し
て

有
効
活
用
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●「
雑
が
み
」と
は
？

　
「
雑
が
み
」と
は
、
新
聞
紙
、
雑

誌
、
段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
以
外

の
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
の
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、
食
料
品
や
日
用

品
の
紙
箱
、
包
装
紙
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
箱
、
封
筒
、
ノ
ー
ト
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
、
カ
レ

ン
ダ
ー
な
ど
で
す
。

●
雑
が
み
の
出
し
方

　

大
き
い
物
は
、
ひ
も
で
十
字
に

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。
細
か
い
物
は

紙
袋
に
入
れ
て
、
ひ
も
で
縛
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
雑
が
み
を
出
す
日

　

地
域
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
と「
新

聞
・
段
ボ
ー
ル
・
雑
紙
・
古
布
」

の
日
で
す
。

●
回
収
で
き
な
い
紙
類

　

防
水
加
工
紙（
紙
コ
ッ
プ
、
紙

皿
な
ど
）、
カ
ー
ボ
ン
紙（
伝
票
類

な
ど
）、
感
熱
紙（
フ
ァ
ク
ス
紙
、

レ
シ
ー
ト
な
ど
）、
写
真
、
汚
れ

た
・
臭
い
の
付
い
た
紙
な
ど
で

す
。
可
燃
ご
み
の
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
の
判
断

　

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
か
ど
う
か

は
、
手
で
簡
単
に
破
れ
る
紙
は
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
、
破
れ
な
い

紙
は
可
燃
ご
み
と
判
断
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
に

協
力
を

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
ご
み
集
積
所

に
出
す
と
き
は
、
中
を
軽
く
水
で
す

す
い
で
、
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
を

外
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

皆
さ
ん
が
出
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
は
、
ご
み
収
集
車
で
集
め
ら

れ
、
西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
内
の

選
別
施
設
に
運
ば
れ
ま
す
。
選
別

施
設
で
は
、
機
械
や
人
の
手
で

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
け
が
分
別
さ

れ
、
圧
縮
梱こ
ん

包ぽ
う

さ
れ
ま
す
。
そ
の

後
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
の
施
設
に
運

ば
れ
て
細
か
く
破
砕
・
洗
浄
さ

れ
、
包
装
用
の
シ
ー
ト（
食
品
用

ト
レ
イ
な
ど
）や
化
学
繊
維（
自
動

車
関
連
材
な
ど
）の
原
料
と
し
て

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

汚
れ
の
ひ
ど
い
物
や
キ
ャ
ッ
プ
が

付
い
た
ま
ま
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
時
に
支
障
を
来
す
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
分
別
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

1
PET

①キャップを外す ②中を水洗いする ③ラベルを剥がしてつぶす

➡

⇨西貝塚環境センター（ 781－9141 ･ 781－9166)

➡



諮
問
２
件
は
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
ま
た

は
答
申
さ
れ
た
他
、
９
月
定
例
市
議
会
に

提
出
さ
れ
継
続
審
査
に
な
っ
て
い
た
平
成

22
年
度
決
算
認
定
の
８
議
案
も
原
案
ど
お

り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
、
神
田
道

子
氏
と
小
島
勝
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
異

議
な
き
旨
の
答
申
が
さ
れ
ま
し
た
。

◇

　

平
成
24
年
第
１
回
臨
時
会
が
１
月
６
日

に
開
か
れ
、
選
挙
の
結
果
、
岡
田
武
雄
氏

（
上
写
真
）が
議
長
に
、
橋
北
富
雄
氏（
下

写
真
）が
副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

●
議
長　

岡お
か

田だ　

武た
け

雄お

氏

略
歴
／
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、
建
設

水
道
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
歴
任
。
平

塚
在
住
、
62
歳
。
当
選
４
回（
新
政
ク
ラ

ブ
）

●
副
議
長　

橋は
し

北き
た　

富と
み

雄お

氏

略
歴
／
建
設
水
道
消
防
常
任
委
員
会
委
員

長
、
議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
な
ど
歴

任
。
上
町
二
丁
目
在
住
、
55
歳
。
当
選
３

回（
公
明
党
上
尾
市
議
団
）

●
監
査
委
員
の
選
任

　

監
査
委
員
に
、
深
山
孝
氏
を
選
任
す
る

こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

の
支
援
を
行
う
た
め
、
障
害
児
の
世
帯
の

保
護
者
に
自
動
車
燃
料
費
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

▼
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、

下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害
を
含
む
３

級
、
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
を
持
っ
て
い
る
障

害
児
の
保
護
者
で
、
上
尾
市
自
動
車
燃
料

費
助
成
金
受
給
資
格
認
定
を
受
け
た
人

（
自
動
車
燃
料
費
助
成
ま
た
は
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
助
成
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
）

▼
支
給
額　

月
額
千
円
を
上
限

▼
申
請
受
付
期
間　

上
尾
市
自
動
車
燃
料

費
助
成
金
請
求
書（
障
害
福
祉
課〈
市
役
所

２
階
①
番
窓
口
〉に
あ
る
）、
市
内
の
給
油

所
の
領
収
証
、
印
鑑
を
用
意
し
て
、
３
月

１
日（
木
）〜
30
日（
金
）（
必
着
）に
直
接
か

郵
送
で
障
害
福
祉
課（
〒
３
６
２-

８
５
０

１
本
町
３-

１-

１
）へ　

※
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
き
ま
す
。

平
成
23
年
12
月
定
例
市
議
会

平
成
24
年
第
１
回
臨
時
会

庶
務
課　

７
７
５-

４
９
６
３

　

７
７
５-

９
８
１
９

　

平
成
23
年
12
月
定
例
市
議
会
は
、
12
月

12
〜
22
日
の
11
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

放
射
能
測
定
器
整
備
事
業
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
２
億
1
、９
９
４
万
円
の
一
般
会
計

の
補
正
予
算
、
上
尾
市
瓦
葺
ふ
れ
あ
い
広

場
条
例
の
制
定
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
市
長
提
出
の
議
案
８
議
案
と

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ

中
学
校
卒
業
祝
金
を
支
給

こ
ど
も
支
援
課　

７
７
５-

５
１
２
０

　

７
７
４-

５
３
４
２

　

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
保
護
者（
養

育
者
）へ
、
子
ど
も
の
中
学
校
卒
業
時
に

「
ひ
と
り
親
家
庭
等
卒
業
祝
金
」を
支
給
し

ま
す
。

▼
対
象　

①
平
成
24
年
３
月
に
中
学
校
を

卒
業
す
る
子
ど
も
が
い
る
母
子
・
父
子
家

庭
の
保
護
者（
養
育
者
）②
平
成
24
年
３
月

１
日
現
在
、
子
ど
も
と
保
護
者（
養
育
者
）

の
住
所
が
市
内
に
あ
り
、
同
居
し
て
い
る

▼
祝
い
金
額　

対
象
の
子
ど
も
１
人
に
つ

き
１
万
円

▼
申
し
込
み　

保
護
者
名
義
の
預（
貯
）金

通
帳
の
口
座
番
号
が
分
か
る
物
を
用
意
し

て
、
３
月
１
日（
木
）〜
31
日（
土
）に
こ
ど

も
支
援
課（
市
役
所
２
階
⑤
番
窓
口
）ま
た

は
各
支
所
・
出
張
所
へ

自
動
車
燃
料
費
助
成
の
請
求
を

お
忘
れ
な
く

障
害
福
祉
課　

７
７
５-

５
１
２
２

　

７
７
６-

８
８
７
２

　

昨
年
４
月
か
ら
在
宅
生
活
の
重
度
心
身

障
害
児
に
社
会
参
加
の
促
進
や
日
常
生
活

市 政
ニュース
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図書館の本を大切に
⇨図書館　 773－8521

776－7330

　「図書館で借りた本を自転車の前かごなどに放置した
ままその場を離れているうちに、持ち去られた」という
事例がありました。また最近は「雨にぬれた」「飲み物を
こぼした」「子どもが落書きをしてしまった」「うっかり線
を引いてしまった」ということもあります。
　このような場合は本を弁償してもらうこともありま
す。図書館の本は借りた人がしっかりと管理するようお
願いします。



緑
の
募
金（
家
庭
募
金
）へ
の
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

み
ど
り
公
園
課　

７
７
５-

８
１
２
９

　

７
７
５-

９
８
７
２

（
公
社
）県
緑
化
推
進
委
員
会　

８
２
４-

５
９
７
８

　

昨
年
９
・
10
月
に
実
施
し
た「
緑
の
募

金（
家
庭
募
金
）」に
多
く
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
募
金
総
額
は
４
６
８
万
６
、
９
６
０

円
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
募
金
は
、（
公
社
）県
緑
化
推
進
委
員

会
を
通
し
て
募
金
総
額
の
50
㌫
を
市
緑
の

基
金
に
繰
り
入
れ
し
、
本
年
度
は
新
築
記

念
樹
事
業
費
や「
ふ
れ
あ
い
の
森
」の
維
持

管
理
費
の
一
部
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
各
地
区
に
は
緑
の
募
金
活
動
推

進
費
と
し
て
10
㌫
が
還
元
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す

㈶
関
東
電
気
保
安
協
会　

８
５
６-

３
０
５
１

　

８
５
６-

２
２
０
８

　

冬
期
は
暖
房
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
が

増
え
ま
す
。
電
気
を
上
手
に
使
っ
て
節
電

し
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
講
演
会

ま
ち
づ
く
り
計
画
課　

７
７
５-

７
６
２
９

　

７
７
５-

９
８
７
２

▼
と
き　

２
月
９
日（
木
）午
後
１
時
30
分

〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
７
階
大
会
議
室

▼
内
容　

三
浦
匡た

だ

史し

さ
ん（
県
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）に

よ
る
講
演「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

基
本
と
最
新
状
況
」、
市
職
員
を
交
え
た

意
見
交
換

▼
定
員　

10
人（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み　

２
月
７
日（
火
）ま
で
に
直

接
か
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル

（

s351000@
city.ageo.lg.jp

）で
ま
ち

づ
く
り
計
画
課（
市
役
所
５
階
）へ　

※
手

話
通
訳
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
時
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

　『広報あげお』1月号6ページの
「上尾市長選挙」の記事中、投票で
きる人の年齢要件に誤りがありま
した。おわびして訂正します。
誤：平成3年2月6日までに生ま
れた満20歳以上　正：平成4年2
月6日までに生まれた満20歳以上

【おわびと訂正】

⇨選挙管理委員会事務局
( 775－9689 ･ 775－9819)

4

お財布と地球にやさしい
暮らし方 ⇨消費生活センター（ 775－0800 ･ 776－4600)

▶とき　2月25日（土）午後2～4時
▶ところ　コミュニティセンター
ホール
▶内容　和田由貴さん（節約アドバ
イザー）による講演で、普段の生活
を大きく変えずに実践できる簡単節
約術を紹介
▶対象　市内に在住か在勤の人
▶定員　300人（先着順）
▶入場料　無料
▶申し込み　2月1日（水）から電話
で消費生活センターへ

　現在消費生活アドバイザー
（内閣総理大臣と経済産業大臣
事業認定資格）、環境カウンセ
ラー、省エネルギー普及指導員
など、消費生活や環境に関する
資格を生かし、講演、執筆、テ
レビ出演、新聞・雑誌・Web
での連載など、多方面で活動を
している。
　著書に『裏ワザ名人のちゃっか
り！節約生活』『年間50万円は貯
まる チリ積も節約術』他があ
る。

❖❖❖❖ 和
わ

田
だ

　由
ゆう

貴
き

さんプロフィル ❖❖❖

消費生活講演会

～節約は
　無理をしないで楽しく ! ～
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　市民の皆さん、こんにちは。市長の島村です。
　立春を目前にまだまだ寒い日が続きますが、いか
がお過ごしでしょうか。

　「美しい村など、はじめからあったわけではない。
　　 美しく暮らそうという村人がいて、

美しい村になるのである。」

　日本の民俗学の開拓者、柳田國
くに

男
お

さんが語ったと
される言葉です。
　上尾市は、常に22万７千市民の皆さんが安心・安
全に暮らし、笑顔があふれるまちづくりを目指して
います。しかし、私たち行政の力だけで全ての人が
満足してくれるまちづくりが可能でしょうか。答え
はもちろん「不可能」です。財政再建団体から「童謡
のまちづくり」で活気を取り戻した福岡県旧赤池町、

日本で初めてまちづくり基本条例を制定した北海道
ニセコ町などが示すように、自らのまちを愛する住
民と行政が一体となり、情熱を持ってまちづくりに
取り組むことで、“美しい村（まち）”へと成長してい
くのだと思います。
　首都圏から約35キロの距離にあり、利便性と自然
が融和した立地である上尾市は、心安らぐわが家と
して多くの方に選ばれ、発展を続けています。
　私は、夏祭りや運動会、敬老会などさまざまな地
域の催しに参加する中で、多くの市民の皆さんから
“ふるさと上尾”への想

おも

いを感じ取りました。この熱
い“想い”が上尾を育て、安心・安全なまち、さらに
は「笑顔きらめく“ほっと”なまち」へと成長させてい
くのだと確信しています。
　時代は「行政主導」から「市民参画」「協働」へと移り
変わっています。市民の皆さんから生まれる情熱や
アイデア、そして地域から盛り上がるたくさんの
“声”を行政が生かし、取り入れていくことが「美し
い上尾」を創る第一歩であり、近道になります。
　良いまちづくりとは何か。それは間違いなく市民
の皆さんと行政が力を合わせること。自信を持って
断言します。美しく暮らそうとする人がたくさん住
むまち上尾、市民の皆さんの限りない力に期待して
います。協働の心を持ち、共に頑張りましょう！

限りない力と共に
市長　島 村　　穰　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
避
難
し
て

い
る
住
民
の
皆
さ
ん
の
特
定
健
康

診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

保
険
年
金
課
管
理
担
当　

７
７
５-

５
１
３
６

高
齢
者
医
療
担
当　

７
７
５-

５
１
２
５

　

７
７
５-

９
８
２
７

　

宮
城
県
の
一
部
の
市
町
で
は
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
他
地
域
に
避
難
し
て
い
る

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
加
入
者
は
、
避
難
先
で
も「
特
定
健
診
」

「
後
期
高
齢
者
健
診
」を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
対
象　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
の
う

ち
、
次
の
市
町
に
住
ん
で
い
て
、
住
民
票

を
異
動
し
な
い
で
他
地
域
に
避
難
し
て
い

る
人

仙
台
市
、石
巻
市
、気
仙
沼
市
、塩
竃
市
、

名
取
市
、岩
沼
市
、東
松
島
市
、亘
理
町
、

山
元
町
、
女
川
町
、
南
三
陸
町

▼
期
間　

３
月
31
日（
土
）ま
で

▼
手
続
き　

①
避
難
元
の
市
町
に「
健
診

を
受
け
た
い
」と
い
う
連
絡
を
す
る（
電
話

も
可
）②
市
町
か
ら
、
受
診
券
、
健
診
実

施
機
関
リ
ス
ト
、昨
年
度
の
健
診
結
果（
昨

年
受
け
た
人
）が
郵
送
さ
れ
る
③
②
で
郵

送
さ
れ
た
物
を
持
っ
て
、
健
診
実
施
医
療

機
関
で
受
診
す
る

▼
検
査
内
容　

特
定
健
診
の
基
本
項
目
に

沿
っ
た
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・
血
液
検
査

な
ど

※
詳
細
な
健
診
項
目（
心
電
図
、
眼
底
検

査
、
貧
血
検
査
）は
医
師
が
必
要
と
認
め

た
と
き
に
行
い
ま
す
。

※
市
町
で
独
自
に
追
加
し
て
い
る
項
目
や

が
ん
検
診
な
ど
は
除
き
ま
す
。

第
９
次
上
尾
市
交
通
安
全
計
画

（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

市
民
安
全
課　

７
７
５-

５
１
３
８

　

７
７
５-

９
９
２
７

　
「
第
９
次
上
尾
市
交
通
安
全
計
画（
案
）」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
案
に
対
す

る
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

▼
募
集
期
間　

２
月
１
日（
水
）〜
29
日

（
水
）

▼
提
出
方
法　
「
第
９
次
上
尾
市
交
通
安

全
計
画（
案
）へ
の
意
見
書
」（
様
式
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
直
接
か
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
市
民
安
全
課

（
市
役
所
4
階
、
〒
３
６
２-

８
５
０
１
本

町
３-

１-

１
、

s208000@
city.ageo.

lg.jp

）へ　

※
電
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

▼
計
画（
案
）・
意
見
書（
様
式
）の
設
置
場

所　

市
民
安
全
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
意
見
な
ど
の
取
り
扱
い　

内
容
を
市
で

検
討
し
た
上
、
計
画
の
参
考
に
す
る

※
住
所
、
氏
名
を
除
き
、
頂
い
た
意
見
を

公
表
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
意
見

へ
の
個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。
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市
・
県
民
税（
住
民
税
）、
所
得
税
の
申

告
受
付
期
間
は
２
月
16
日（
木
）〜
３
月
15

日（
木
）で
す
。

■
申
告
は
各
種
証
明
の
基
礎
資
料
に

　

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
保
育
所
入
所
、

公
営
住
宅
入
居
な
ど
の
申
請
に
必
要
な
所

得
証
明
書
ま
た
は
国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
判
定
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
基

礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
市
内
に
住
所

が
あ
る
人
は
、
次
の
①
〜
④
の
場
合
を
除

い
て
申
告
が
必
要
で
す
。
収
入
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告

し
な
い
と
、
所
得
証
明
書
な
ど
が
発
行
で

給
与
所
得
者
／
源
泉
徴
収
票

事
業
所
得
者
／
所
得
の
計
算
の
基
に
な
る

事
業
の
収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し

た
書
類

③
各
種
の
控
除
を
証
明
で
き
る
物（
平
成

23
年
１
〜
12
月
に
支
払
っ
た
物
）

保
険
料
控
除
／
社
会
保
険
料（
国
民
健
康

保
険
、国
民
年
金
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
、
介
護
保
険
な
ど
）、
生
命
保
険
料
、

地
震
保
険
料
、
長
期
損
害
保
険
料（
平
成

18
年
12
月
31
日
ま
で
に
契
約
し
た
物
）な

ど
の
支
払
金
額
を
証
明
で
き
る
書
類（
控

除
証
明
書
な
ど
）

医
療
費
控
除
／
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
医

療
費
の
領
収
書
と
、
健
康
保
険
組
合
・
生

命
保
険
会
社
な
ど
か
ら
補
て
ん
さ
れ
た
金

額
が
分
か
る
書
類　

※
支
払
っ
た
医
療
費

や
補
て
ん
金
額
は
、
あ
ら
か
じ
め
医
療
を

受
け
た
個
人
ご
と
・
医
療
機
関
ご
と
に
集

計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

配
偶
者
特
別
控
除
／
配
偶
者
の
所
得
が
証

明
で
き
る
書
類（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

障
害
者
控
除
／
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳
な
ど
、
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書

勤
労
学
生
控
除
／
学
生
証
ま
た
は
在
学
証

明
書

※
市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
人
へ
２
月
上
旬
に
郵
送
し
ま

す
。
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
市
民

税
課
、
各
支
所
・
出
張
所
に
あ
る
申
告
書

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

寄
附
金
税
額
控
除
が

一
部
変
更
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
24
年
度（
平
成
23
年
１
月
１
日

以
降
の
寄き

附ふ

）か
ら
、
寄
附
金
税
額
控

除
の
適
用
下
限
額
が
５
千
円
か
ら
２
千

円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

所
得
税

問い合わせ
上尾税務署
（〒362‒8504
西門前577）
770‒1800

(自動音声案内)

※
前
記
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
が
つ
な
が
る

と
音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
。
用
件
の
内
容
に

応
じ
た
番
号
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
告
が
必
要
な
人

①
営
業
な
ど
の
収
入
が
あ
る
人
や
、
地
代

や
家
賃
な
ど
の
収
入
が
あ
る
人
で
、
平
成

23
年
中（
１
〜
12
月
）の
所
得
の
合
計
額
が

基
礎
控
除
や
各
種
の
控
除
の
合
計
額
よ
り

多
い
人

②
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
人  

•
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
て

い
る 

•
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る  

•
給
与
の
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え
て
い

る　

な
ど

③
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
で
、
平
成
23

年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎
控
除
や
各

種
の
控
除
の
合
計
額
よ
り
多
い
人（
年
金

収
入
４
０
０
万
円
以
下
の
人
は
、
７
ペ
ー

ジ
別
記「
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
」参

照
）　

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は
不
要
で
す
が
、

市
・
県
民
税

問い合わせ
市民税課

（市役所2階）
775‒5131
･  775‒5132

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告（
還
付
申
告
を
含

む
）を
し
た

②
前
年
中
の
収
入
が
１
カ
所
の
勤
務
先
か

ら
の
給
与
だ
け
で
、
そ
の
勤
務
先
か
ら
市

へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い

る　

※
提
出
の
有
無
は
勤
務
先
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

③
前
年
中
の
収
入
が
公
的
年
金
等
だ
け
で

あ
る

④
市
内
に
住
む
親
族
の
税
金
上
の
扶
養
に

な
っ
て
い
る

※
②
〜
④
に
該
当
す
る
場
合
や
公
的
年
金

等
に
係
る
確
定
申
告
不
要
制
度
に
よ
り
確

定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
場
合
で
も

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
医
療
費
控
除

な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
る
場
合
は
申
告

が
必
要
で
す
。

●
申
告
会
場

　

申
告
の
受
け
付
け
は
、
７
ペ
ー
ジ
表
の

と
お
り
住
所
地
別
に
会
場
を
設
け
て
行
う

た
め
、
指
定
の
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
受
付
時
間
は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

３
時
30
分
で
す
。

　

市
民
税
課
、
各
支
所
・
出
張
所
で
は
、

土
・
日
曜
日
を
含
め
て
申
告
の
受
け
付
け

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

●
申
告
に
用
意
す
る
物

　

申
告
書
と
印
鑑
の
他
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
合
に
応
じ
て
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
市
・
県
民
税
申
告
書

②
収
入
金
額
や
経
費
が
分
か
る
物

2月16日～3月15日
税の申告をお忘れなく

⇨市民税課　 775－5131 ･ 5132
775－9846      
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配
当
所
得
や
市
・
県
民
税
に
該
当
す
る
寄

附
金
が
あ
る
場
合
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て

確
定
申
告
書
の「
住
民
税
・
事
業
税
に
関

す
る
事
項
」欄
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
告
に
用
意
す
る
物

　

確
定
申
告
書
と
印
鑑
の
他
、
必
要
に
応

じ
て
６
ペ
ー
ジ
の
市
・
県
民
税
の「
申
告

に
用
意
す
る
物
」中
の
②
③
を
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場

合
は
、
振
込
先
の
金
融
機
関
名
・
支
店

名
・
口
座
番
号（
申
告
者
名
義
）が
分
か
る

物
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
書
な
ど
の
各
種
様
式
や
手
引

き
な
ど
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp/

）か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
書
、
医
療

費
の
内
訳
書
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

の
計
算
書
な
ど
の
書
類
は
上
尾
税
務
署
の

他
、市
民
税
課（
市
役
所
２
階
）、各
支
所
・

出
張
所
に
も
あ
り
ま
す
。

●
申
告
会
場

　

所
得
税
の
確
定
申
告（
青
色
申
告
、
譲

渡
所
得
な
ど
の
申
告
）は
、２
月
16
日（
木
）

か
ら
上
尾
税
務
署
で
受
け
付
け（
郵
送
を

含
む
）ま
す
。
申
告
相
談
受
付
時
間
は
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
で
す
。

　

還
付
申
告
を
す
る
人
は
、２
月
15
日（
水
）

以
前
で
も
申
告
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

　

申
告
書
は
①
郵
便
か
信
書
便
に
よ
る
送

付
②
税
務
署
の
時
間
外
収
受
箱
へ
の
投
か

ん
に
よ
り
提
出
で
き
ま
す
。

　

給
与
収
入
や
年
金
収
入
だ
け
の
人（
Ａ

申
告
書
対
象
者
）は
、
市
・
県
民
税
申
告

会
場（
下
表
参
照
）で
も
申
告
で
き
ま
す
。

営
業
・
譲
渡
所
得
な
ど（
Ｂ
申
告
書
や
分

離
課
税
対
象
者
）は
税
務
署
で
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
申
告

書
の
作
成
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
画
面

の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
す
れ

ば
、
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
便
利
で

す
。
作
成
し
た
デ
ー
タ
は「e-T

ax

（
電
子

申
告
）」を
利
用
し
て
提
出
で
き
ま
す
。

【表】市・県民税申告受付会場

▶受付時間　午前9時30分～午後3時30分
※1 尾山台出張所は会場に限りがあるため混雑が予想されます。でき
るだけ2月23日の原市公民館での受け付けに協力してください。
※2 市民体育館で申告の際には、スリッパか上履きを用意してください。
※各会場は例年、大変混雑します。駐車台数には限りがありますので、
公共交通機関を利用してください。

と　き ところ 受け付け対象地区

2　

月

16日（木） 文化センター
3階

緑丘、上町、仲町
17日（金） 宮本町、愛宕、栄町、日の出、谷津

21日（火）

原市公民館

原市（1316～1440番地と原市団地を
除く）

22日（水） 五番町、原市中一・三丁目、原市北
一丁目、原市団地

23日（木） 瓦葺、尾山台団地

24日（金） 大谷公民館 地頭方、大谷本郷、堤崎、中新井、
戸崎、西宮下

28日（火）

大石公民館

中妻、浅間台、弁財、井戸木、泉台

29日（水）
小泉、中分、藤波、小敷谷（西上尾
第一・第二団地を除く）、畔吉、領
家

3　

月

1日（木） 上平公民館 上平地区

2日（金） 尾山台出張所※1 2月23日に受け付けできなかった瓦
葺、尾山台団地

6日（火）
市民体育館※2

西上尾第一団地
7日（水） 西上尾第二団地
8日（木） 壱丁目、今泉、向山、川
9日（金） 平方支所 平方地区
13日（火）

文化センター
3階

東町、本町、原市（1316～1440番地）
14日（水） 春日、柏座、原新町

15日（木） 富士見、上尾宿、上尾村、二ツ宮、
上尾下

　上尾税務署では確定申告期間中の平日（月～金曜日）
以外でも、2月19・26日（日）に限り確定申告の相談、
申告書の収受、納付の相談を行います（現金納付の窓
口業務は行いません）。申告相談受付時間は午前9時
～午後5時です。
　当日は混雑が予想されます。駐車台数に限りがあり
ますので、なるべく公共交通機関を利用してください。

上尾税務署
2月19・26日（日）は開庁

N

←桶川 大宮→

ＪＲ高崎線

旧中山道

国道17号

県上尾地方庁舎上尾税務署

久保
交差点

JAあだち野
上平支店

北上尾駅

ＪＲ北上尾駅東口から徒歩約20分。ＪＲ上尾駅東口から朝日バス
（羽貫駅行き・伊奈学園総合高校行き）で「上平支所前」下車、徒歩3
分。市内循環バス“ぐるっとくん”上平循環・東西循環で「上尾税務
署前」下車

⇨上尾税務署（ 770‒1800〈自動音声案内〉）

公的年金等に係る雑所得がある人の　　
　　　　　所得税の確定申告不要制度の創設

　平成23年分の確定申告から、公的年金等の収入金額の合計額が400万
円以下で、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下の場
合には、所得税の確定申告書の提出は不要になりました。詳しくは上
尾税務署に問い合わせてください。
※例えば医療費控除などによる、所得税の還付を受けるための確定申
告書は提出できます。
※例えば上場株式等に係る譲渡損失の繰越控除など、確定申告の提出
が控除適用の要件になっている控除を受ける場合は、確定申告書の提
出が必要になります。
※所得控除（社会保険料控除、生命保険料控除など）を追加すること
により来年度の市・県民税額が減額される場合がありますので、
「市・県民税」の申告方法を参照の上、申告してください。

税務署からのお知らせ


